
１８号古墳のある古代の風景の想像図 
が、ふるさと歴史公園にあります 

 

 

 

 

 

みなさん～こんにちは！ 

 

 

 

２０１４年、新しい年を迎えました。皆さんはどのようなお正月を過ごしておられますか？ 

皆さんにとって良い年になりますよう、つぬも心から願っております。 

今年も元気で皆さんのお目にかかりたいと思いますので、どうぞよろしくお願い致します。 

 

さて、最初のコーナーは、前回のたよりを読んで下さった方からのご質問に答え 

ながら始めたいと思います。質問は、「やつおもてってどうしてついたの？」です 

 

 まず、公民館だよりの愛称として「やつおもて」がついたのは、発案は田中 

館長です。皆さんご存じのやつおもて古墳からの引用です。和田地区にとって 

やつおもて古墳は最も大きな文化遺産ともいえる存在ということで、公民館運 

営推進委員会の承認を得て名付けました。 

 

 それでは、やつおもて古墳の「やつおもて」とはどうしてついたのでしょうか？ 

各地の古墳の名前を見ると、ほとんどが地名や屋号が使われているようです。 

「やつおもて」という言葉は地名としては現在使われていない様ですが、下重富地区の横山さんの

お宅から寺本さんのお宅の裏山一帯あたりを、古くから「やつおもて」と呼ばれていたようです。 

「やつおもて古墳」が最初に発見された当時は、まだ「やつおもて」という地名を知っている人が

おられたということでしょうね。 

 

 ここで少し、やつおもて古墳群についてご紹介しましょう。 

やつおもて古墳群は、今からおよそ１６００年前につくられた約２０基の古墳で構成されています。 

また、重富川沿いの水田の中から、古代瓦や土器の破片が沢山発見され、寺院があったことが知ら

れます。このことから、旭町では重富あたりが古代の中心的な存在であったと考えられます。 

★やつおもて１８号墳について 

①石見地方で最大規模の二段に築かれた円墳で、県下でも数少ない大型円墳の１つである。 

②その年代は、古墳時代前期から中期にかけてのものであり、石見地方の山間部では最古の円墳

の可能性がある。 

③後の律令制時代の那賀郡に相当する地方に、最初に出現した首

長墓である。（参考資料 島根県・旭町教育委員会 『やつおもて

１８号墳』-やつおもて１８号墳と旭町の古代史―） 
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ふるさと歴史公園に行くと１８号墳や

古代住居の模型が見られるよ～私達の

祖先がどんな暮らしをしていたか思い

浮かべてみてね♪ 

  

 



 

人の言うことに素直に従わず、なんだかんだと理屈をこねて言い返すこと。

類句に「西と言えば、東と言う」「右と言えば、左と言う」がある。 

 

 

続いては和田地区に伝わる伝説のコーナーです。 

 

             

   今から５００年前の戦国時代の頃のことだろう。 

 八戸川と日貫川に挟まれた馬の背の様な尾根の突端に杭を打ち込んだよ

うな城とは名ばかりの小さな砦があった。これを「杭が打城」といい今

の八戸ダムの湖面に突き出た場所がそうである。 

そこでも戦国の世のならい、幾多の攻防が繰り返された。 

 その年、跡市に本城を持つ福屋の軍が攻め寄せ、もはやこの城も焼

け落ちるのが目に見えていた。ある夜、今は逃げ出すしかなくなった

兵達はそれぞれてんでバラバラに蜘蛛の子を散らすごとく夜の闇を走

った。 

その中に１人こうこ桶を担いで逃げる男がいた。よっぽど旨いこうこで

惜しかったのであろうか。勝手知ったわが領地内とはいえ、夜の尾根道は思

うように歩くことも出来ない。気はあせれども木の根が四方無尽に張り、思うに

まかせない！案の定！足を取られ、こうこ桶が空を飛び闇の中を崖下へとガラガラ音

をたて落ちて行った。この淵を「こうこ淵」という。 

また、もう１人鼓を持ちだして逃げた男もいた。これも木の根に足を取られ深

い谷底へ鼓を落とした。この淵を「鼓ヶ淵（つづみがふち）」という。 

今は八戸ダムの水面を見るしかないが、ダム周辺に建てられた看板を見ると

その水面下に確かにこれらの淵があったことを知ることが出来る。 

（文・絵 佐々岡健次） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

               

              ★左の花は「マダガスカルジャスミン」マダガスカル島原産 

               甘い香りがジャスミンに似ていますがジャスミンの仲間ではありま

せん。花言葉は「清らかな祈り」 

               

              ★右の花は「風船唐綿」南アフリカ原産。 

               晩秋に柔らかいとげのある実をつけ、 

はじけると綿毛のある種子が出てき 

ます。花言葉は「楽しい生活」 

 

★見た目は違っていてもどちらもガガイモ科の仲間なの 

です。熱い国の生まれなのに元気に育っています。 

（協力 佐々木静江さん） 

 

 

               

 

  

                             

               

つぬもこうこは大好き！きっと二人とも生き延

びてこの話を語り継いでくれたのでしょうね！  

 



 

和田公民館運営推進委員さんの朗報です 

★岡本秀昭さんに１２月２日、感謝状が贈られました。 

 旭和田郵便局に来られた男性に適切に対応し振り込め類似詐欺被害を未然に防止され

たことに対して浜田警察署長から感謝の意を表して贈られました。 

★佐々岡秀夫さんが受賞されました。 

 第４６回島根県展 洋画部門 県知事賞受賞 

   題名 「道程」 木版画 心象風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 和田地区合同大運動会にお忘れの上着をお預かりしています。 

  紺色 ライン入り Ｍサイズ メーカーはカンゴールです。 

お心当たりの方は公民館まで。 



行 事 予 定（日程は変更になることがあります） 

 １月      各地区とんど祭 

 ２月 ８日(土）浜田市公民館活動交流展（弥栄会館） 

日程未定 和田地区行政懇談会 

 ３月 ２日(日）和田小閉校記念イベント 

         「復活！フルマラソンリレー」 

   ２２日(土) 和田小学校閉校記念式典１３：００～ 

         和田小学校閉校記念行事１４：００～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ と が き 

 平成２５年の新語・流行語大賞に「お・も・て・な・し」「今でしょ！」 

「じぇ、じぇ、じぇ」「倍返し」の４つが決まりました。複数の言葉が選ばれる

のは珍しいそうです。どの言葉もそれぞれに流行している様ですが、１つに決ま

らなかったというのは、時代が多様化しているせいなのか、それとも突出した言

葉が無かったということでしょうか。 

ところで、皆さんにとっての大賞語は何だったでしょうか？１年間のいろいろ

な思いがこもった言葉ではないかと思います。これから、新しい１年が始まりま

す。どんな１年になるのでしょうか？良い思いが沢山こめられた言葉が大賞語に

なるように日々を心がけていきたいと思います。(美) 

 

掲 示 板 

訂正とお詫び 

  前回「やつおもて」文中の「和田郵便局」は「旭和田郵便局」の誤りです。 

訂正してお詫び致します。 

♪ありがとうございました♪ 

 「やつおもて」の作成にあたって、地域の方、他地区の方、沢山の方にご協力をいただき

ました。感謝してお礼申し上げます。今後ともよろしくお願いします。 


